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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第84期

第３四半期
連結累計期間

第85期
第３四半期
連結累計期間

第84期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 24,500,806 26,488,143 38,820,532

経常利益 (千円) 337,578 1,105,064 1,533,551

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

(千円) 189,439 691,232 915,313

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 189,563 682,444 1,074,852

純資産額 (千円) 9,977,517 11,465,273 10,862,742

総資産額 (千円) 27,962,776 30,110,890 30,924,604

１株当たり四半期（当期）純利
益金額

(円) 11.87 43.32 57.37

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 35.57 37.95 35.02
 

 

回次
第84期

第３四半期
連結会計期間

第85期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 14.78 29.29
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は、前

事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、政府や日銀の経済金融政策の効果を背景に、企業収益や雇用情勢に

改善がみられるなど、穏やかな回復基調で推移いたしました。

　道路建設業界におきましては、民間部門では堅調な企業収益を背景に回復傾向となる一方、公共工事は総じて減

少したことに加え、労務単価や建設資機材の高止まり等により、依然として厳しい経営環境が続いてまいりまし

た。

　このような状況下、当社グループでは工事の採算性を重視した受注を徹底するとともに、収益力の強化として、

施工管理の徹底によるコスト削減、財務体質の強化に努めてまいりました。その結果、当第３四半期連結累計期間

における受注高は282億１千９百万円（前年同期比7.1％減）、売上高は264億８千８百万円（前年同期比8.1％増）

となりました。利益につきましては、経常利益が11億５百万円（前年同期比227.4％増）、親会社株主に帰属する四

半期純利益が６億９千１百万円（前年同期比264.9％増）となりました。

　事業の部門別の業績は、次のとおりであります。

（工事部門）　

工事受注高は245億５千９百万円、完成工事高は228億２千８百万円、完成工事総利益は18億１千９百万円となり

ました。

（製品等販売部門）

製品等受注高、売上高は36億５千９百万円、製品等売上総利益は６億３千万円となりました。

当社グループの売上高は、通常の営業形態として、第４四半期連結会計期間に完成する工事の割合が著しく大き

くなるという季節的変動があります。

 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題　

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(3) 研究開発活動　

当第３四半期連結累計期間の研究開発費は２千８百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　

EDINET提出書類

株式会社佐藤渡辺(E00167)

四半期報告書

 3/17



第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,000,000

計 60,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成27年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成28年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,978,500 15,978,500
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は、1,000株
であります。

計 15,978,500 15,978,500 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年10月１日～
平成27年12月31日

― 15,978,500 ― 1,751,500 ― 600,000
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成27年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成27年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 23,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

15,931,000
15,931 ―

単元未満株式
普通株式

24,500
― ―

発行済株式総数 15,978,500 ― ―

総株主の議決権 ― 15,931 ―
 

(注) １　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株（議決権 ３個）

含まれております。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式890株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成27年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社佐藤渡辺

東京都港区南麻布
1－18－4

23,000 ― 23,000 0.14

計 ― 23,000 ― 23,000 0.14
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成27年10月１日から平成

27年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金預金 2,117,711 2,997,991

  受取手形・完成工事未収入金等 15,196,261 ※1  11,611,757

  未成工事支出金 779,807 2,223,957

  その他のたな卸資産 175,582 165,965

  繰延税金資産 225,122 226,060

  その他 310,731 357,648

  貸倒引当金 △33,426 △22,993

  流動資産合計 18,771,790 17,560,387

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 6,013,895 5,984,644

   その他（純額） 3,554,848 3,952,181

   有形固定資産合計 9,568,744 9,936,825

  無形固定資産 49,603 50,992

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,585,444 1,622,860

   長期貸付金 72,272 62,359

   破産更生債権等 78,991 69,274

   繰延税金資産 787,827 796,624

   その他 82,113 79,674

   貸倒引当金 △72,182 △68,108

   投資その他の資産合計 2,534,467 2,562,684

  固定資産合計 12,152,814 12,550,503

 資産合計 30,924,604 30,110,890
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形・工事未払金等 9,557,328 ※1  7,439,934

  短期借入金 2,900,000 3,500,000

  1年内返済予定の長期借入金 326,988 325,164

  未払法人税等 401,965 329,090

  未成工事受入金 510,670 953,389

  賞与引当金 452,559 142,950

  完成工事補償引当金 13,280 13,874

  工事損失引当金 43,370 72,300

  独占禁止法関連損失引当金 207,888 207,888

  関係会社整理損失引当金 37,961 24,329

  その他 710,741 978,655

  流動負債合計 15,162,754 13,987,575

 固定負債   

  長期借入金 1,127,652 928,280

  退職給付に係る負債 2,629,801 2,582,557

  再評価に係る繰延税金負債 935,774 935,774

  長期預り金 156,000 156,000

  その他 49,879 55,429

  固定負債合計 4,899,107 4,658,041

 負債合計 20,061,862 18,645,616

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,751,500 1,751,500

  資本剰余金 869,602 869,602

  利益剰余金 6,098,529 6,709,987

  自己株式 △4,522 △4,659

  株主資本合計 8,715,110 9,326,429

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 278,590 296,061

  土地再評価差額金 1,648,807 1,648,807

  為替換算調整勘定 11,360 14,443

  退職給付に係る調整累計額 176,057 141,184

  その他の包括利益累計額合計 2,114,816 2,100,496

 非支配株主持分 32,815 38,347

 純資産合計 10,862,742 11,465,273

負債純資産合計 30,924,604 30,110,890
 

 

 

 

 

 

EDINET提出書類

株式会社佐藤渡辺(E00167)

四半期報告書

 8/17



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 ※1  24,500,806 ※1  26,488,143

売上原価 22,789,898 24,038,987

売上総利益 1,710,908 2,449,155

販売費及び一般管理費 1,383,992 1,369,594

営業利益 326,915 1,079,561

営業外収益   

 受取利息 5,015 5,635

 受取配当金 17,705 20,520

 持分法による投資利益 20,132 18,564

 貸倒引当金戻入額 1,550 14,505

 雑収入 17,130 18,579

 営業外収益合計 61,534 77,805

営業外費用   

 支払利息 42,710 47,932

 雑支出 8,160 4,369

 営業外費用合計 50,871 52,302

経常利益 337,578 1,105,064

特別利益   

 固定資産売却益 3,400 12,398

 投資有価証券売却益 23,054 -

 特別利益合計 26,455 12,398

特別損失   

 固定資産売却損 - 548

 固定資産除却損 6,462 28,979

 特別損失合計 6,462 29,528

税金等調整前四半期純利益 357,571 1,087,934

法人税等 164,079 391,170

四半期純利益 193,491 696,764

非支配株主に帰属する四半期純利益 4,052 5,532

親会社株主に帰属する四半期純利益 189,439 691,232
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 193,491 696,764

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 17,777 18,378

 為替換算調整勘定 89 △1,297

 退職給付に係る調整額 △27,521 △34,873

 持分法適用会社に対する持分相当額 5,726 3,473

 その他の包括利益合計 △3,928 △14,319

四半期包括利益 189,563 682,444

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 185,511 676,912

 非支配株主に係る四半期包括利益 4,052 5,532
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【注記事項】

(会計方針の変更)

　　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日 至　平成27年12月31日)

（会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変

動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方

法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処

理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映さ

せる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の

変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度について

は、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及び

事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。
 

　

　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日 至　平成27年12月31日)

　税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を

計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当

第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休業日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、四半期

連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

受取手形 ―千円 89,956千円

支払手形 ― 3,980
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(四半期連結損益計算書関係)

※１　売上高の季節的変動

前第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

　当社グループの売上高は、主たる事業である建設事業において、契約により工事の完成引渡しが第４四半期連結

会計期間に集中しているため、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間における売上高に比べ、第４

四半期連結会計期間の売上高が著しく多くなるといった季節的変動があります。

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日)

減価償却費 451,289千円 508,739千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 135 8.5 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 79 5.0 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

当社グループは、建設事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

当社グループは、建設事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

 　 １株当たり四半期純利益金額 11円87銭 43円32銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 189,439 691,232

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
　　四半期純利益金額(千円)

189,439 691,232

   普通株式の期中平均株式数(株) 15,955,531 15,954,698
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　
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２ 【その他】

東京地方検察庁による強制捜査および公正取引委員会による立入り検査について

　当社は、東日本高速道路株式会社東北支社および国土交通省東北地方整備局発注の工事に関し、独占禁止法違反の

疑いがあるとして、平成27年１月28日に公正取引委員会の立入り調査を受けました。

また、当社は、独占禁止法違反の疑いがあるとして、平成28年１月21日に東京地方検察庁による強制捜査および公

正取引委員会の立入り検査を受けました。

当社といたしましては、この度の事態を厳粛に受け止め、引き続き調査に全面的に協力してまいります。

　　また、速やかに社外有識者による調査委員会を立ち上げる予定です。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年２月９日

株式会社佐藤渡辺

取締役会  御中

 

太陽有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   桐　川　　　聡   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   大　兼　宏　章   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社佐藤渡

辺の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成27年10月１日から平成

27年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社佐藤渡辺及び連結子会社の平成27年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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